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1 はじめに
近年，社会的な消費エネルギー削減要求の高まりに

より，省エネに関する研究が盛んに行われている．特
にオフィスなど業務部門における消費エネルギーは増
加傾向にあり，対策は必須である [1]．しかし，オフィ
ス環境においては，生産性を損なわずに効果的な電力
削減を行う必要があり，適切な節電行動は電力使用時
の人・モノ・環境などの状況に依存しているため，そ
れらを考慮しなければ効果的な電力削減は難しい．実
際に節電マニュアル [2]や電力管理システム [3]などが
施行されているが，これらはビル１棟や部屋１つなど
のマクロな単位で集約し情報提示をしているので，退
席時に使われたパソコンの消費電力などのミクロな状
況まで考慮した情報を示すことはできない．
一方，センサ技術や計算機技術の発達によりユビキ

タス環境が現実となり，電化製品の電力ログの取得や
電力使用時の状況の取得が容易となった．
そこで我々は，電力ログをタイムラインデータとし

て蓄積し，センサや情報端末により取得される人・モ
ノ・環境の状況をタグ付けすることで，電力使用時の
状況をキーとした検索・集約により消費電力を可視化
するデータベースの構築を行った．本研究では，その
データベースにおける多様な状況を組み合わせ消費電
力を可視化する情報提示システムを実装し，実際に可
視化を行ったところ，状況に応じた適切な節電方法の
知見を得た．

2 研究背景
近年，センサ技術や計算機技術の発達により様々な

ものをデータとして蓄積することが可能となった [4]．
本研究における環境では，電化製品に対しスマートタッ
プを接続することで消費電力を電力ログとして取得し，
RFIDタグや NFC搭載タブレット端末を用いて実空間
の人やモノの位置や状態を取得した．また，Web上で
公開されている電力使用状況や外気温といったデータ
も同時に取得し，これらのデータを状況ログとして電
力ログにタグ付けしデータベースに蓄積した．我々はこ
のシステムを SEE-Con(a visualizing System for Electric
Energy Consumption with Context)と名付けた [5]．図 1
に SEE-Conの簡単な概要を示す．これにより電力使用
時の状況をキーとした検索・集約が可能となった．
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図 1: SEE-Conの概要

しかし，時間と共に増加する電力ログや状況ログを
ただ組み合わせただけではデータ量も多く有効な知見
は得られない．そこで，適切な単位で取りまとめられ
たデータは分布を示すことから，本研究では状況や時
間軸を組み合わせることができ，かつ，得られた統計
量を総和や分布を用いて示す情報提示システムを構築
する．この情報提示システムを SEE-Con Viewer と名
付けた．本研究は SEE-Con Viewerを用いた「納得でき
る節電方法」の提示を目指す．

3 SEE-Con Viewerの設計
本章では多様な状況組み合わせが可能な情報提示シ

ステムの設計について述べる．
本システムは管理者から利用者に対し決められたも

のを提示する機能と，利用者が状況や時間軸を組み合
わせ可視化が行える機能の２つを持つ．
3.1 管理者からの提示手法
文献 [6]により計画的行動理論を拡張した環境配慮行

動モデルが提唱されており，人が環境に配慮して行動
を起こすときには４つの意図，「態度」，「道徳的規範」，
「主観的規範」，「行動制御感」があると述べている．「態
度」は対象行動に対する自分の好み，「道徳的規範」は
個人が正しいと思っている内的な規範，「主観的規範」
は身近な人からの一種の圧力，「行動制御感」は対象行
動が実行できそうか否かというものである．そこで本
研究では，「主観的規範」と「行動制御感」の２つに着目
し，「主観的規範」は他者との比較の提示とし，「行動制
御感」は効果的な節電行動の提示とした．これらを管
理者から利用者に積極的に提示することにより，利用
者が納得できる節電行動の提示に繋がると考えられる．
3.2 利用者による状況組み合わせ手法

SEE-Conのデータベースを用いて検索・集約する際
に必要となる要件として時間軸，電化製品，状況，グ
ラフの４つを定義し，これらを組み合わせることで利
用者が暗黙的に感じている節電行動を数値として定量
化できると考えられる．
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図 2: 起動画面

図 3: 状況組み合わせ画面

4 実装と評価
本章では，前章の設計に基づき実装し，評価を行う．

4.1 SEE-Con Viewerの実装
SEE-Con Viewerは端末や OS に依存しない Webブ

ラウザで表示できるよう HTML+ASP.NETを用いて実
装を行った．実際の画面を図 2，図 3に示す.
4.2 可視化の実例
本節では SEE-Con Viewer を用いて得られた可視化

例について説明する．
図 4は，2013年 9月 1日から 2013年 11月 30日ま

での可視化を行った環境における全デスク（パソコン+
モニタ）の消費電力量をデスク利用者の以下に示す３
つの状況別に集約し表したものである．
• 着席中
• 離席して同室内の別の場所でミーティング中
• 不在
デスク B・Cを比較すると総消費電力量にあまり差

は見られないが，状況の内訳に大きな差が見られる．
そこでデスク B・Cについて詳細な検討を行うため，

状況別の瞬間電力の頻度分布（図 5）を作成した．図 5
からデスクの使用方法や消費電力量に大きな差がある
ことがわかった．まず，デスク Cは頻度分布に２つの
傾向が現れている．デスク Cの利用者にヒアリングを
行ったところ，ミーティング中はパソコンが付いてい
てモニタのみ OFFにしている状態であり，不在時も消
し忘れることが多いということがわかった．ミーティ
ング中や不在時にパソコンをスリープ状態に変えるこ
とで 3ヶ月間で 14.1kWh削減が可能であり，デスク C
の 3ヶ月間の消費電力量の 23%に相当する．このこと
より，ミーティング中にスリープにする効果が意外と
大きいことが示された．
また，デスク Bに関してはデスク Cのような傾向は

見られないが瞬間電力がデスク Cより大きい傾向が現
れている．デスク Bはデスク Cのようにスリープ状態
に変えることでの節電は行えないが，パソコンを高性
能な消費電力量の少ないものに置き換えることで節電
が行えることがわかる．もし，デスク Bのパソコンを
デスク Cのものと同じものに置き換えたと仮定し 3ヶ
月間仕事を行った場合の消費電力量は 12.9kWhとなり，
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図 4: 全デスクの消費電力量
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図 5: デスク B・Cの頻度分布

これは実際のデスク Cの 3ヶ月間の消費電力量の 19%
に相当する．このことより利用者によっては積極的な
置換えが節電に効果があると示された．
以上のことから，状況別に電力ログを集約し状況を

考慮した可視化を行うことで適切な電力削減の方法を
示せた．

5 まとめと今後
本研究では，多様な状況を組み合わせ消費電力を可

視化する情報提示システムを実装した．実際に可視化
を行い検証したところ，状況に応じた適切な節電方法
の知見を得た．今後の課題として，本研究は節電対策を
行っている特定の環境下における実験・評価であるため，
より多くの環境で実験・評価を行う必要があると考え
られる．また，そのために安定して動作する SEE-Con
Viewerを作成していく必要がある．
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